
 

 

 

 

竹芝客船ターミナル等 

事業計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京港埠頭・テレポートセンターグループ 

  



 

指 定 管 理 者 候 補 者 の 提 案 額 
 

 

１ 施設名称 

竹芝客船ターミナル等 

 

２ 指定管理者候補者 

東京港埠頭・テレポートセンターグループ 

《構成》東京港埠頭株式会社 

株式会社東京テレポートセンター 

 

３ 収支計画書 
単位：千円 

項  目 ８年度 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度 計 

総支出額 376,841 376,841 376,841 376,841 376,841 1,884,205 

利用料金収入 ― ― ― ― ― ― 

差引 

（都への提案額） 

376,841 376,841 376,841 376,841 376,841 1,884,205 
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Ⅱ 事業計画 

１ 管理運営に関する基本的事項  

(1) 竹芝客船ターミナル及び竹芝小型船発着所浮桟橋（以下本計画書において「当該施設」と

いう。）の管理業務は、位置付けの違う「公の施設」の管理運営を一元的に行っていただくも

のであり、また、客船ターミナル施設は、船客待合所以外の機能を持つ複合的な施設であり、

かつ、施設の構造上、第三セクターが運営を行っている業務ビルや商業施設等と一体となっ

た施設ともなっています。このため指定管理者は、総合的な管理運営能力が求められます。

管理運営に関する貴団体の基本的考え方を述べてください。 

 

■ 指定管理者としての役割 

竹芝客船ターミナルは、伊豆・小笠原諸島への海の玄関口として、島民の生活航路の維持や島

しょ地域の情報発信拠点を担うだけでなく、周辺の業務・商業施設と一体的に整備されたウォー

ターフロント機能を併せ持つ重要な公共施設であると認識しています。 

また、海では竹芝小型船発着所浮桟橋の不定期航路船への開放による舟運の活性化や、陸では

大型商業施設の開業をはじめとした再開発が続くなど、竹芝エリアは、舟運・エンタメ資源・文

化財・親水空間を有する拠点へと変貌を遂げ、当施設に求められる役割はますます広がっており

ます。 

■ 管理運営の基本方針 

こうした状況を踏まえ当グループでは、これまで培った経験やノウハウをさらに深化させ、複

合施設一体の総合的な管理を展開するとともに、新たな人の流れで生まれる多様なニーズにも

的確に応えていくことで、当施設がより一層都民に親しまれる施設となるよう、以下の 3 つの

視点に基づき、創意工夫をもって管理運営を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【視点 3】持続可能なターミナル運営に向けた取組 

○複合施設との一体的な施設管理、CO２削減に向けた取組の実施 

○安全対策・防災対策の適切な実施 

○ライフサイクルコストに基づく施設の予防保全 

【視点 1】お客様満足度を向上させる質の高いサービス 

○船舶運航者等と連携・協力し、円滑な運航を支援 

○乗船待ち時間等を快適に過ごすための空間を提供 

○多様なニーズの把握、管理運営への反映 

【視点 2】島しょ振興と賑わい創出への貢献 

○島の観光振興への協力及び周辺地区の事業者との連携 

○施設を有効活用したイベント開催等の実施 

○様々な広報媒体を活用した情報発信 

管理運営に関する基本的な考え方 
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(2) 当該施設を管理運営する上で重要と考える事項を挙げ、それに対して貴団体のノウハウ

をどのように活かすのか、また、位置付けの違う公の施設であり、かつ第三セクター等との

複合的施設のため、どのように総合的な管理を展開していくか記入してください。各構成員

の役割も示してください。 

 

■ 関係機関との連携・協力体制の構築 

○定期航路船・東京みなと丸の円滑な船舶運航の支援や島しょ振興の実施にあたっては、船

舶運航者や島しょ関係団体等との連携・協力体制の構築が不可欠です。 

○当グループは、竹芝客船ターミナルの指定管理者を４期 20 年間務めてきた経験から、上

記関係機関とのネットワークを構築しており、各関係者と綿密に連絡・調整を行いながら

事業を展開するとともに、適宜意見交換を行うことで、管理運営の質を高めてまいります。 

■ 施設の特性や複合施設との一体管理に関する技術的・専門的知見 

○当施設の維持管理にあたっては、各種設備の機能・特性の正確な把握や、当施設含む複合

施設全体の管理体制の構築、区分所有協定に基づく役割分担の着実な実施が不可欠です。 

○当グループは、これまでの施設管理の経験から、要補修箇所や老朽化の状況等を熟知して

おり、予防管理によって不具合の発生を未然に防ぐスキルを蓄積しております。また、竹

芝再開発地域のビル群一体不可分のメリットを活かして設備保守や警備巡回体制を整え、

管理運営を実施してきたノウハウを駆使し、より的確なターミナル管理を行います。 

■ 東京都施策や社会的要請への対応・協力 

○都の施策・改修工事等の円滑な実施に向けた協力は、指定管理者の重要な役割であると認

識しています。当グループは、行政代行者としての豊富な実務経験を活かし、都施策や大

規模改修にかかわる利用者調整等に対して、適時適切に対応・協力します。 

○CO２削減やインバウンド対応などの社会的要請にも的確に対応いたします。東京港 CNP

形成計画で掲げる 2030 年のカーボンハーフ達成へ貢献するため、省エネ対策を着実に推

進するとともに、グリーン電力の導入など、さらなる CO２削減に向けた取組を検討して

まいります。また、急増する訪日インバウンド需要に対応するため、多言語対応の強化・

推進に努め、当施設を訪れる外国人旅行者の方々が、より快適に過ごせる環境を整備して

まいります。 

■ ＤＸ・ＡＩを活用した管理運営の展開 

○お客様への質の高いサービスの提供や、施設の効率的な管理運営の実施にあたって、デジ

タル化の推進は重要な視点であると考えております。 

○当グループは、これまで培ってきた経験・ノウハウと、ＤＸ・ＡＩの積極的な活用の推進

により、以下３つの観点から、お客様の満足度と、管理運営の効果・効率性を向上させて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

1 管理運営上の重要事項と必要なノウハウの発揮 

経験・ノウハウ 

ＤＸ・ＡＩ 

利便性の向上 情報発信の充実 防災対応の強化 
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総合的な管理の実施にあたっては、これまで培ってきたノウハウと関係機関との連携のも

と、東京港埠頭㈱が船舶運航者やテナント事業者、使用許可申請者、東京都等との連絡・調整

を現場事務所にて一元的に管理し、㈱東京テレポートセンターが警備・清掃・設備保守等の施

設管理業務全般及び区分所有者との連絡調整を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京港埠頭・テレポートセンターグループ 

・都との連絡調整窓口 

・総務・経理業務 

・企画調整業務 

・使用許可業務 

・施設管理業務 

（警備、清掃、設備保守） 

・区分所有者との連絡調整 
連絡・報告 

（日常的・定期的） 

 

２ グループ構成員のノウハウを活かす総合的な管理展開 

利
便
性
の
向
上 

情
報
発
信
の
充
実 

防
災
対
応
の
強
化 

○写真・動画・位置情報をリアルタイムに共有できる災害用 IP 無線機を活用し、

本社及び関係部署等との連絡体制を強化します。 

○発災時は、館内のデジタルサイネージ上で、多言語の避難誘導案内を表示し、お

客様の安全確保の強化を図ります。 

○令和８年度にホームページを改修し、新たに AI チ

ャットボットを導入します。受付窓口時間外を含めた

24 時間 365 日、お問合せに対して迅速にお答えでき

る機能を構築し、お客様サービスの向上を図ります。 

○インバウンド対応強化のため、令和８年度から新た

に AI 多言語通訳機を活用し、全スタッフがスムーズ

に接遇可能な体制を構築することで、外国人旅行客の

方が快適にご利用いただける環境を整備いたします。 

○ターミナルの撮影申請手続きについてオンライン化

を推進し、お客様の利便性向上と業務の効率化を図る

とともに、ペーパーレス化に寄与します。 

○施設の見どころスポットに設置している QR トラン

スレーターにより、多言語の観光音声ガイドを実施す

るとともに、施設の来訪前にオンライン見学が可能な

ターミナル内のストリートビューを活用するなど、

DX により情報発信を充実させます。 

災害用 IP無線（被害状況をリアルタイムでWEB上に共有） デジタルサイネージでの避難誘導案内 

QR トランスレーターによる情報発信 
（スマホ等で読取後、音声ガイド再生） 

AI多言語通訳機の活用 

AIチャットボットの導入 
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 (3) 当該施設は、伊豆・小笠原諸島への玄関口として利用されており、安定かつ快適な足の便

と島民への生活物資の輸送、島の特産品の受入れ基地として機能しています。また、優れたウ

ォーターフロントの景観を活かし、ホテルや商業施設、業務ビル等と一体として整備し、都民

が憩える場所となっています。近年では、周辺地区の大規模再開発事業が進展しており、さら

に多くの人々の往来が期待されるエリアとなっています。 

当該施設の魅力を高めるためには、多くの都民の方に知って頂くことが重要であるととも

に、施設の一層の有効活用や、周辺地区の事業者との連携によるさらなるにぎわいの創出が必

要となりますが、そのための管理運営上の具体的な取組を述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の一層の有効活用やにぎわいの創出 

施設の魅力を広く伝えるため、周辺地区の事業者等との

協力・連携のもと、ロケーションを有効活用したイベント

の開催やフォトスポットの設置を行います。 

また、地区関係者で構成される「竹芝地区まちづくり協

議会」の活動に参加するとともに、「（一社）竹芝エリアマ

ネジメント」との連携により、地域の発展に寄与・貢献し

てまいります。 

島しょ関係者との協力・連携のもと、島の観光振興に寄

与するイベント等を開催し、観光客の誘致や認知向上等に

貢献するとともに、施設の活性化や利用促進を図ります。 

また、季節ごとに館内を装飾して、より賑わいや親しみ

感を演出するとともに、ターミナル内に島しょの PR コー

ナーを設けて、各島のイベント情報や紹介のポスター、パ

ンフレットを掲載するなど、船舶運航事業者、島しょ関係

団体と連携した取組を実施します。 

ホームページや SNS 等を活用した情報発信により、当施

設や島しょの魅力をアピールします。その他、地元区イベ

ントへのブース出展やメディアへの働きかけなどを通じ

て、幅広い層に向けたターミナルの PR を行い、知名度の向

上を図ります。 

舟運活性化に寄与するため、運営協議会事務局と連携を

図り、竹芝小型船発着所桟橋の円滑な利用開放を支援いた

します。 

また、ホームページや SNS、デジタルサイネージを活用

して、舟運の紹介や魅力を発信し、利用促進に向けた協力

を行います。 

 

小笠原ＤＡＹ 

竹芝小型船発着所浮桟橋 

客船ターミナル公式 HP/SNS 

■ 周辺地区の事業者と連携したにぎわいの創出 

■ 島しょ振興への協力 

■ 様々な広報媒体を活用した情報発信 

■ 舟運活性化への寄与 

竹芝夏ふぇす 
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２　人員配置計画

 （１）人員配置計画（その１）

      どのような能力や雇用形態の職員を配置し、又は委託して業務を遂行するか記入してください。

【総括表】 単位：人

その他の具体的な内容

(注)１  各組織の雇用形態の内訳を記入してください。人数は、延べ人数ではなく、実数を記入してください。

        （複数の管理組織を担当する職員がいても、いずれかの管理組織に振り分けてください。）

(注)２  「常勤職員」とは、週40時間程度勤務し、貴団体が複数年にわたり雇用する職員とします。　

(注)３  「その他」の場合は、具体的に雇用形態を記入してください。

(注)４  「委託」とは、時間外の施設管理等（委託をしている警備は除く。）に必要な人員を委託によって充てる際に記入してください。

(注)５   ｢本社等」の欄には、貴団体の本社等の統括組織に配置する客船ターミナル施設管理に係る人員を記入してください。

管 理 組 織 雇     用     形     態

施設  計  (B)

本社等  (A) 03

22

30

4

7

0

0

0

0

備    考
（施設名等） 常勤職員(a) 非常勤職員(b) その他(c) 計(a)+(b)+(c) 委  託

合計  (A)+(B) 25 0




